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中
国
漫
画
に
つ
い
て
、
漫
画

家
劉
碑
氏
（
金
虹
公
司
所
属
）

は
こ
う
語
る
。
「
漫
画
は
日
本

か
ら
中
国
に
伝
わ
っ
て
き
た
。

日
本
の
伝
統
的
な
意
味
で
の
漫

画
と
は
、
際
轡
で
笑
い
を
誘
う

日
下
み
ど
り

紗
を
指
す
が
、
現
在
の
漫
画
と

は
、
伝
統
的
な
一
コ
マ
や
四
コ

マ
の
風
刺
漫
画
以
外
に
主
と
し

て
新
型
漫
画
を
指
す
の
に
使
わ

れ
る
。
新
型
漫
画
は
最
初
に
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

国
に
入
っ
て
き
た
と
き
は
「
f

　
台
湾
・
韓
国
に
比
べ
る
と
中

国
で
の
マ
ン
ガ
の
流
入
は
遅

く
、
よ
う
や
く
一
九
八
○
年
代

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
注

目
す
べ
き
こ
と
に
、
中
国
で
は

輸
入
当
初
よ
り
マ
ン
ガ
を
従
来

●

④
，

ト
ン
ボ
ア

通
画
（
英
語
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
の

音
訳
）
」
と
呼
ば
れ
た
。
新
型

漫
画
は
映
画
の
カ
ッ
ト
シ
ー
ン

の
代
わ
り
に
、
直
毯
画
面
で
読

者
に
情
報
を
も
た
ら
す
。
だ
か

ら
こ
そ
新
型
漫
画
の
理
想
の
境

地
を
、
映
画
感
覚
が
あ
る
（
映

画
の
よ
う
だ
）
と
言
う
の
で
あ

る
」
。
劉
氏
が
こ
こ
で
言
う
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

型
漫
画
と
は
、
手
塚
治
虫
が
創

り
出
し
た
、
コ
マ
の
多
用
に
よ

り
パ
ラ
パ
ラ
画
の
よ
う
に
動
き

と
音
を
出
す
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン

ガ
（
以
下
マ
ン
ガ
と
書
く
）
を

指
す
。

伝
統
的
な
連
環
画
の
「
白
毛
女
」
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難
露

て
も
い
た
よ
う
だ
。
マ
ン
ガ
が

独
自
の
「
文
法
」
を
持
つ
こ
と

も
早
く
か
ら
理
解
さ
れ
て
お

り
、
漫
画
雑
誌
に
「
マ
ン
ガ
文

法
講
義
」
（
コ
マ
割
り
、
線
、

ふ
き
出
し
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
な
ど

を
解
説
）
が
連
載
さ
れ
て
い
た
。

虫
国
の
漫
画
人
（
漫
画
出
版
に

携
わ
る
人
）
は
知
的
レ
ベ
ル
が

に
読
者
の
心
を
捕
ら
え
た
か
が

分
か
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
断
っ
て
お
く
が
漫
画

と
い
う
言
葉
は
も
と
も
と
日
本

語
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
「
北

斎
漫
画
」
に
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
本
来
は
「
気
ま
ま
に
描

い
た
絵
」
と
い
う
よ
う
な
意
味

で
あ
っ
た
。
日
本
生
ま
れ
で
中

国
に
逆
輸
入
さ
れ
た
漢
語
は
幾

つ
か
あ
る
が
、
「
漫
画
」
と
い

う
言
葉
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

▽
▽
▼

　
マ
ン
ガ
の
流
行
と
海
賊
版
の

横
行
に
手
を
焼
い
た
中
国
政
府

は
、
九
五
年
に
「
五
・
一
五
・

五
」
漫
画
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

漫
画
文
化
中
国
政
府
が
推
進

の
漫
画
と
は
異
な
る
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
マ
ン
ガ
を
、
従
来
の
漫
画

と
区
別
し
て
「
新
漫
画
」
「
f

通
画
」
あ
る
い
は
「
新
連
環
画
」

な
ど
と
呼
ぶ
。
な
お
、
中
国
の

カ
　
ト
ン

壷
通
は
ま
た
ア
ニ
メ
と
い
う
意

味
を
持
つ
。
マ
ン
ガ
よ
り
先
に

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が
放
映
さ
れ
、

「
ア
ト
ム
」
「
臣
・
ス
ラ
ン
プ
」

「一

x
さ
ん
」
　
「
ド
ラ
ゴ
ン
・

ボ
ー
ル
」
な
ど
が
大
ヒ
ッ
ト
し

た
た
め
、
マ
ン
ガ
は
当
初
「
ア

ニ
メ
風
漫
画
」
と
受
け
取
ら
れ

上
海
の
新
漫
画
雑
誌
「
雫
通
王
」

高
い
よ
う
だ
。

▼
▽
▽

　
中
国
に
は
昔
か
ら
連
環
画
と

い
う
絵
本
が
あ
っ
て
広
く
読
ま

れ
て
い
た
が
、
一
ペ
ー
ジ
一
枚

と
い
う
単
純
な
絵
物
語
で
あ
っ

て
、
　
「
マ
ン
ガ
」
の
よ
う
な
複

雑
さ
は
持
た
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
面
白
さ
で
は
太
刀
打
ち

で
き
ず
、
た
ち
ま
ち
日
本
マ
ン

ガ
の
大
流
行
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
あ
る
漫
面
評
論
は

「
新
漫
画
は
な
ぜ
伝
統
的
な
連

環
画
と
比
べ
、
よ
り
い
っ
そ
う

人
を
引
き
付
け
る
の
か
」
と
問

い
か
け
、
そ
れ
は
「
（
新
漫
画

　
　
か
げ
ん

が
）
鞄
の
申
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
だ
」
と

分
析
す
る
。
ま
た
「
ど
の
よ
う

な
人
で
あ
れ
、
夢
を
持
ち
、
美

を
求
め
る
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の

人
は
渇
画
を
愛
す
る
こ
と
だ
ろ

う
」
と
絶
賛
す
る
者
も
い
る
ほ

ど
で
、
中
国
で
マ
ン
ガ
が
い
か

を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
五
つ

の
攣
圃
出
版
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
十
五
編
の
長
編
漫
画
を
出

版
し
、
五
冊
の
漫
画
雑
誌
を
発

行
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
、
漫

画
文
化
振
興
の
た
め
に
国
が
打

ち
出
し
た
政
策
だ
っ
た
。
ま
も

な
く
中
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
漫
画
を

掲
載
す
る
五
誌
が
創
刊
さ
れ

た
。
中
国
政
府
は
ま
た
、
ア
ニ
メ

映
画
制
作
に
も
熱
心
で
あ
る
。

共
和
国
成
立
以
前
の
上
海
で
は

ち
ょ
う
へ
ん

長
篇
ア
ニ
メ
『
西
遊
記
（
鉄
扇
公

主
）
』
も
作
ら
れ
て
い
た
。
か
つ

て
の
中
国
は
日
本
以
上
に
高
度

な
ア
ニ
メ
文
化
を
有
し
て
い
た

の
だ
。
こ
れ
か
ら
中
国
で
漫
画

文
化
が
育
っ
て
い
く
こ
と
は
確

実
だ
ろ
う
。
寒
国
漫
画
の
発
展

は
、
我
々
に
と
っ
て
も
興
味
深

い
関
心
事
で
あ
る
。
優
れ
た
中

国
漫
画
は
我
々
に
と
っ
て
有
益

な
刺
激
に
な
る
に
違
い
な
い
か

ら
だ
。
漫
画
だ
け
に
限
ら
な
い
。

日
本
人
は
常
に
外
来
文
化
の
刺

激
を
て
こ
に
、
自
国
文
化
を
発

展
さ
せ
て
き
た
の
だ
か
ら
。

（
く
さ
か
・
み
ど
り
九
州
大

学
大
学
院
教
授
）


